
システム品質課題研究会 ～最近の開発手法を用いると、どの様な品質を担保するか～

部会長 東京ガスｉネット㈱ 永坂 司 氏

分科会活動の概要
IT業界は日々進化し続けており、システム開発の手法も目まぐるしく変化しています。
ウォーターフォール型工程管理や、委託プログラマーによるコーディング等の、従来の開発手法が前提では、システム
の品質担保が難しいケースも出てきています。
システム品質課題研究会では、アジャイル開発、DevOps、ノンプログラミング開発、クラウドネイティブ開発等の開発
手法の概要を学び、それらの開発手法における品質管理手法とその課題を取り上げ、検討します。
また、オープンソースやクラウドAPIの利用、マイクロサービスの採用等、近年のシステムトレンドに対する、品質の実務
的な課題も取り上げ検討します。



参加対象 ・業務改革担当者
・情報システム部門の担当
・これからのシステム品質を考えている方

参加費用 ・ＡＢＣ協会の会員企業 33,000円
・会員企業以外 55,000円

開催日程 隔月 全6回 15:00～18:00
当面はWEB開催
状況を見て参加型開催を検討

取り上げるテーマ
初回は、参加企業から課題を持ち寄り、トレンドな課題に対して検討する
また、オープンソフトなどを活用している有識者からの講演を予定


